
身に付けさせたい資質・能力を
明確化した校内研究の取組

～教師と児童でつなぐ・つなげる「読むこと」の実践～

石巻市立向陽小学校 菅井 麻衣
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発表の流れ

１ 本校の研究について

２ １年目の実践（文学教材）

３ ２年目の実践（説明文教材）

４ ３年目の実践（教科書新教材、他領域）

５ 成果と課題
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１ 本校の研究について

〇４年前まで算数の研究を継続

〇６学年中５学年が算数より国語の標準偏差＜低＞

※東京書籍 標準学力調査

〇国語の授業に対する苦手意識＜高＞

〇国語科授業づくりについての知識＜少＞

国語科における指導力向上の必要性
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１ 本校の研究について

国語科の指導における教員の課題意識

〇発問づくりが難しい

〇児童の考えの取り上げ方が分からない

〇指導書に頼るだけの授業になってしまっている

〇何を教えればよいか教員自身が理解していない
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１ 本校の研究について

国語科における児童の実態

〇自分の考えを発表することに苦手意識を持っている

〇ノートに自分の考えを言葉で書ける児童が少ない

〇他教科においても、題意を正しく捉えることが難しい
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小学校国語科の目標の確認

第1 目標

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に
表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

目指すべきは、資質・能力の育成

言語活動は、資質・能力を高めるための手段

児童が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意

味、働き、使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、言葉へ

の自覚を高めること。

国語科が国語で理解し
表現する言語能力を育
成する教科
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１ 本校の研究について

校内研究の充実（理論研修、授業実践）
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身に付けさせたい資質・能力が明確化された授業実践

児童の国語科における資質・能力の向上

言葉による見方・考え方を活発に働かせる深い学びの実現



１ 本校の研究について

校内研究テーマ（令和４年～６年度）

自分の考えをもち、

進んで学び合う授業の工夫
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２ １年目の実践（文学教材）
＜教職員の課題意識を踏まえた教職員研修の充実＞

教材分析の理論と方法の理解

学習用語の共通理解

授業の組み立て、板書、ノート指導の統一

児童に身に付けさせるべき資質・能力、

効果的な指導法を明確化
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＜授業実践 東京書籍２年国語「名前を見てちょうだい」＞
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＜授業実践 東京書籍２年国語「お手紙」＞

13



＜授業実践 東京書籍２年国語「かさこじぞう」＞
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学習後の児童の感想２年「名前を見てちょうだい」

えっちゃんはおこるとこわくてつよい（条件）ですが、本当

はとてもやさしいのです。（文末）じゅぎょうではたいひ・る

いひでくらべたり、ひゆやくりかえし、声ゆなどをさがしなが

ら読むことができました。えっちゃんの気もちを考えたり、え

っちゃんはどんな人かを考えたりしました。たくさんのことを

学びました。

「名前を見てちょうだい」を読んでみたら、さくしゃはるい

ひ・たいひをつかったり、くりかえしをつかったりしていたの

で、ぼくも作文をするときにはわすれずにつかいたいです。 15



学習感想２年「かさこじぞう」
むかしのことばや、やさしさを大じにすることを学べました。

ひょうげんのくふうでは、はんぷくです。とんぼりとんぼりや

ずっさんずっさんなど強ちょうするためにつかっていました。

大切だと思ったことは、だれにでも何にでも親切にすることで

す。

人のことを思ったり、人のことを大切にしたりするのを今よ

りもっと大切にしていきたいです。（中略）作しゃのひょうげ

んのくふうは「も」をつかったり、くりかえして強ちょうした

りしているところにくふうがたくさんありました。これからも

国語のべんきょうをがんばっていきたいです。 16



２ １年目の実践（文学教材）

教師：授業への手応えを実感

説明文教材も学びたい！

児童：授業に自信を持って取り組む姿

東京書籍 標準学力調査 国語

「物語を読み取る」６学年中３学年目標値↑

「文章を書く」全学年目標値↑
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３ ２年目の実践（説明文教材）

〇１年目の内容（文学教材）を継続

〇説明文の教材分析の理論と方法について研修

〇学年部主体で協働での授業づくり（系統性意識）

〇成果と課題を共有し研究の深化・充実を図る

〇国語科における学習用語の確実な指導

〇作者、筆者の表現の工夫を捉えさせる
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説明文教材は内容読解になりがち
↓

分析の観点の明確化
↓

「筆者の表現の工夫を捉えさせる
こと」を共通理解。

（１）よい説明文の条件
（２）構造／機能等
（３）表現・認識方法
（４）要旨／認識内容



＜授業実践 東京書籍２年国語「あなのやくわり」＞
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３ ２年目の実践（説明文教材）
＜教師の変容＞

〇教材分析の大切さを実感。

〇単元を見通した教材分析が行われるようになった。

〇指導事項や指導法についての理解が深まった。

〇教員同士が共通認識を持って日常的に授業づくりについて

話し合う様子が見られるようになった。

〇他教科・他領域での自発的な実践も。
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３ ２年目の実践（説明文教材）
＜児童の変容＞

〇自分の考えを言語表現できる児童＜増＞

〇標準学力調査 国語

「物語文を読み取る」「説明文を読み取る」

６学年中３学年目標値↑

「文章を書く」

全学年目標値↑ ４学年全国↑
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４ ３年目の実践（新教材、他領域）

〇２年間の内容を継続。（文学教材、説明文教材）

〇教科書改訂による新教材を積極的に扱う。

〇「読むこと」で身に付けさせた資質・能力を他教科、他領域、

学校生活等で活用。
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＜授業実践 東京書籍１年国語「おおきなかぶ」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「サラダでげんき」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「スイミー」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「さとうとしお」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「さとうとしお」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「どうやってみをまもるのかな」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「どうやってみをまもるのかな」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「どうやってみをまもるのかな」＞
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・校外学習（動物園）でカメの身の守り方について学習。
・学校でカメの説明文を書く。
・例の何番目に入れるとよいか考える。
・他の動物でも説明文を書く。



＜授業実践 東京書籍１年国語「いろいろなふね」＞

34



＜授業実践 東京書籍１年国語「子どもをまもるどうぶつたち」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「子どもをまもるどうぶつたち」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「子どもをまもるどうぶつたち」＞
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＜授業実践 東京書籍１年国語「子どもをまもるどうぶつたち」＞
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＜感想＞
楽しく勉強でき

てうれしいなと思
った。国語の教科
書で知れてうれし
くて、様々な動物
が出てきて、おも
しろくて、いろい
ろ知れてうれしか
ったです。



５ 成果と課題
＜成果＞

〇児童の様子から

・自分の考えをノートに書き表すことができる児童の増加。

・授業中の発言やノートの記述から、児童が言葉と向き合い

思考を深めている様子が見られた。

〇学力調査結果から

・「書くこと」 ６学年中５学年 全国↑

・「思考・判断・表現」 ６学年中４学年 全国↑ 39



５ 成果と課題

＜成果＞
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１年生最後の文学
教材「スイミー」で
の児童のノート。
自分の考えだけで
なく、友達の考えを
書き写したり、考え
を追記したりする様
子が見られた。



５ 成果と課題

＜成果＞

本学級 学力調査結果（1年生 12月、2年生 4月、12月、3年生4月）
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５ 成果と課題
＜成果＞教職員の変容（研究まとめ、意識調査より）

〇共通理解のもと研究ができ、一貫性のある指導ができた。

〇教材分析の理論や方法についての理解が深まり、指導のポ

イントや重点を見いだせるようになった。

〇学年部を母体とした研究を進めたことで、学年だけでなく、

学年を超えた協働的な授業づくりを実現できた。

〇教材分析や児童の様子について語り合う職員室の実現。

互いに学び・支え合う「同僚性」の構築
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５ 成果と課題

＜課題＞

〇他領域、他教科での実践は個人差あり。推進していくため

の手立てが必要。

〇対話的な言語活動の充実。

〇児童の「深い学び」を実現するための教師のファシリテー

ション力の向上。
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＜私の心を動かした児童からの手紙＞
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まいせんせいへ
いつもいつも（反復）こくご
のじゅぎょうも（助詞）とて
もたのしいです。いつもなに
かをできたらほめてくれてと
てもとても（反復）うれしい
のです（断定）。
これはおれいです。（一番
伝えたいことは最後に）



ご静聴ありがとうございました。
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